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海洋研究開発機構（JAMSTEC）の海洋地球研究船「み
らい」で北極海を調査した＝JAMSTEC提供

北極海の氷が減り藻類が流入、窒素やリンの循環に影響か　東大など

　東京大学などは北極海の氷が解けた後、海に窒素を取
り込む「窒素固定」の働きをもつ外来の藻類が太平洋側
から流入していることを明らかにした。藻類が大量の窒
素を海に取り込むことで、北極海の物質循環が変わる可
能性がある。

　近年の温暖化で北極海では海氷が減少しており、南か
ら海水や生物が流れ込んでいる。北極海の生態系が変化
して亜寒帯の海に近づく現象は「ボレアリゼーション」
と呼ばれるが、物質循環への影響は不明な点が多かっ
た。

　研究チームは北極海の太平洋側の15地点で海洋研究開
発機構の海洋地球研究船「みらい」を使い、2015〜20
年に海に供給された窒素栄養塩の量を調べた。海洋表層
の窒素栄養塩は窒素固定と深層からの硝酸塩が主な供給源だ。17年には海域によっては窒素固定が深層から
の供給量を大幅に上回り、リン濃度は他の年に比べて低くなっていた。

　生物の組成も調べたところ、17年には「UCYN-A2」と呼ばれる窒素固定を行う細胞小器官をもつハプト藻
が他の年に比べて北極海に広く分布していた。コンピューターを使うシミュレーション（模擬実験）で分析す
ると、海氷の融解が早く始まるほど北極海にハプト藻が流入する時期も早まり、分布域を広げていた。

　17年は海氷の融解が特に早く進んだ。東大の塩崎拓平准教授は「海氷が解けるタイミングが早いとハプト
藻が多く流入しやすくなり、窒素固定による物質循環への影響が大きくなる可能性がある」と話す。研究成果
は学術誌「グローバル・チェンジ・バイオロジー」に掲載された。

【関連記事】
・北極の温暖化、水蒸気で連鎖的に加速か　気象庁気象研究所
・「６倍速」で氷解けるグリーンランド、地下基地の放射性物質出る懸念
・温暖化和らげる海に異変　酸性化・プラごみでCO2蓄えにくく
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